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要旨
本アプリケーションノートでは、R32C/100 シリーズのミラーレジスタを使用した三相モータ制御用タイ

マ機能について説明します。

対象デバイス
R32C/120グループ

R32C/121グループ

R32C/145グループ

R32C/151グループ

R32C/152グループ

R32C/153グループ

R32C/156グループ

R32C/157グループ

R32C/160グループ

R32C/161グループ

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十

分評価してください。

R01AN0687JJ0100
Rev.1.00

2011.06.30

R32C/100シリーズ

ミラーレジスタを使用した三相モータ制御用タイマ機能
(三角波変調 /三相モード1)
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1. 仕様
三相モータ制御用タイマ機能を使用して三角波を出力する際に、タイマAi、Ai-1ミラーレジスタ (i=1,2,4)

と DMAC II のバースト転送を組み合わせることで、一度の転送要求でタイマの値を設定することができま

す。

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1にブロック図を示します。

図 1.1 ブロック図

表 1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

タイマA(タイマA1、A2、A4) 三相モータ制御用タイマ機能

タイマB(タイマB2) 三相モータ制御用タイマ機能

DMAC II タイマAi、Ai-1ミラーレジスタに設定値を転送

TA1レジスタ

data1[1][5]

タイマB2

data1[1][4]

data1[1][3]

data1[1][2]

V

テーブルデータ

DMA II 転送

V

W

W

タイマB2割り込み要求が
発生するごとに
DMA II 転送します

R32C/121グループ

data1[0][5]

data1[0][4]

data1[0][3]

data1[0][2]

data1[1][1]

data1[1][0]

data1[0][1]

data1[0][0]

TA11レジスタ

TA2レジスタ

TA21レジスタ

TA4レジスタ

TA41レジスタ

TA1Mレジスタ

TA11Mレジスタ

TA2Mレジスタ

TA21Mレジスタ

TA4Mレジスタ

TA41Mレジスタ

U

U

ミラーレジスタ
(注1)

タイマA1

タイマA2

タイマA4

注1. TAiM、TAi1Mレジスタ(i = 1,2,4) 、に書いた値は TAi、TAi1 。レジスタにも反映されます 



R32C/100シリーズ
ミラーレジスタを使用した三相モータ制御用タイマ機能

(三角波変調 /三相モード1)

R01AN0687JJ0100 Rev.1.00 Page 4 of 16
2011.06.30

2. 動作確認条件
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。

3. 関連アプリケーションノート
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくだ

さい。

• R32C/100シリーズ　メインクロック逓倍モード設定手順 (RJJ05B1259)
• R32C/100シリーズ　三相モータ制御用タイマ機能 (三角波変調 / 三相モード1)(R01AN0029JJ)
• R32C/100シリーズ　DMA II設定例 (バースト転送 )(RJJ05B1274)

表 2.1 動作確認条件

項目 内容

使用マイコン R5F64219JFB (R32C/121グループ )
動作周波数 • メインクロック：8MHz

• PLLクロック：128MHz
• ベースクロック：64MHz
• CPUクロック：64MHz
• 周辺バスクロック：32MHz
• 周辺機能クロック源：32MHz

動作電圧 5V
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製

High-performance Embedded Workshop Version 4.07
Cコンパイラ Cコンパイラルネサスエレクトロニクス製

R32C/100 Series C Compiler V.1.02 Release 01
コンパイルオプション
    -D__STACKSIZE__=0X300 -D__ISTACKSIZE__=0X300
    -DVECTOR_ADR=0x0FFFFFBDC -c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)"
(統合開発環境のデフォルト設定を使用しています)

動作モード シングルチップモード

サンプルコードのバージョン Version 1.00
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4. 周辺機能説明
タイマAi、Ai-1ミラーレジスタ (i = 1、2、4)について補足します。基本的な内容はユーザーズマニュアル

ハードウェア編に記載しています。

4.1 タイマAi、Ai-1ミラーレジスタ

タイマAi、Ai-1ミラーレジスタは、設定した値をタイマAi、Ai-1 レジスタ (TAi、TAi1)に反映させるこ

とができます。例えばTA1M レジスタに値を設定すると、TA1 レジスタにも同じ値が設定されます。

図 4.1にタイマAi、Ai-1レジスタを、図 4.2にタイマAi、Ai-1ミラーレジスタを示します。

図 4.1 タイマAi、Ai-1レジスタ

図 4.2 タイマAi、Ai-1ミラーレジスタ

0000h~FFFFh WO

タイマAi、Ai-1レジスタ (i=1, 2, 4) (注1~6)
b15 b0 シンボル

TA1, TA2, TA4
TA11, TA21, TA41

アドレス
0349h-0348h、034Bh-034Ah、034Fh-034Eh番地
0303h-0302h、0305h-0304h、0307h-0306h番地

リセット後の値
不定
不定

機   能 設定範囲 RW

注1. 書き込みは16 。ビット単位で行ってください 
注2. これらのレジスタに“0000h 、 、”を書いた場合 カウンタは動作せず タイマAi 。割り込みは発生しません 
注3. これらのレジスタへの書き込みにはMOV 。命令を使用してください 
注4. INVC1レジスタのINV15ビットが“0”(短絡防止時間有効) 、の場合 通電出力がアクティブになるタイミング

、が遅れ 。短絡防止タイマが停止するタイミングで変化します 

b7b8

注5. INVC1レジスタのINV11ビットが“0”(三相モード0) 、の場合 タイマAiスタートトリガによってTAiレジスタ
。の値がリロードレジスタに転送されます 

INV11ビットが“1”(三相モード1) 、の場合 タイマAiスタートトリガによってまずTAi1 、レジスタの値が 次
のタイマAiスタートトリガ時にTAi 。 、レジスタの値がリロードレジスタに転送されます 以降 TAi1レジスタ
の値とTAi 。レジスタの値が交互にリロードレジスタに転送されます 

注6. タイマB2 、 。アンダフローが発生するタイミングで これらのレジスタへ書かないでください 

設定値をn 、 、とすると スタートトリガ後 カウントソースを
n 。回カウントして停止する タイマA1、A2、A4が停止するタ
イミングで各相出力信号が変化する

0000h~FFFFh

タイマAi、Ai-1ミラーレジスタ (i=1, 2, 4) (注1~7)
b15 b0 シンボル

TA1M, TA11M
TA2M, TA21M
TA4M, TA41M

アドレス
0221h-0220h、0223h-0222h番地
0225h-0224h、0227h-0226h番地
0229h-0228h、022Bh-022Ah番地

リセット後の値
不定
不定
不定

機   能 設定範囲 RW

注1. 書き込みは16 。ビット単位で行ってください 
注2. これらのレジスタに書いた値はTAi、TAi1 。レジスタにも反映されます 
注3. これらのレジスタに“0000h 、 、”を書いた場合 カウンタは動作せず タイマAi 。割り込みは発生しません 
注4. これらのレジスタへの書き込みにはMOV 。命令を使用してください 
注5. INVC1レジスタのINV15ビットが“0”(短絡防止時間有効) 、の場合 通電出力がアクティブになるタイミング

、 。が遅れ 短絡防止タイマが停止するタイミングで変化します 

b7b8

注6. INVC1レジスタのINV11ビットが“0”(三相モード0) 、の場合 タイマAiスタートトリガによってTAiレジスタ
。の値がリロードレジスタに転送されます 

INV11ビットが“1”(三相モード1) 、の場合 タイマAiスタートトリガによってまずTAi1 、レジスタの値が 次
のタイマAiスタートトリガ時にTAi 。 、レジスタの値がリロードレジスタに転送されます 以降 TAi1レジスタ
の値とTAi 。レジスタの値が交互にリロードレジスタに転送されます 

注7. タイマB2 、 。アンダフローが発生するタイミングで これらのレジスタへ書かないでください 

設定値をn 、 、とすると スタートトリガ後 カウントソースを
n 。回カウントして停止する タイマA1、A2、A4が停止するタ
イミングで各相出力信号が変化する

WO
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4.2 TAi、TAi1レジスタ設定上の注意事項 (i=4、1、2)
TAi、TAi1レジスタに値を設定するにあたって以下の点にご注意ください。

(1) TAiの設定値

　TAi に“0”(短絡防止タイマカウントソースが f1 の2 分周の場合、“0”、“1”)を設定すると、TAi 
タイマはカウントを行わず、立ち下がりエッジが発生しないため、出力波形は現状のレベルのま
ま保持されます。
　また、TAi に“TB2 設定値より大きな値”(短絡防止タイマカウントソースが f1 の2 分周の場

合、“TB2設定値 - 1 より大きな値”) を設定すると、TAi タイマはTB2 周期内でカウントをしたま

まになり、立ち下がりエッジが発生しないため、出力波形は現状のレベルのまま保持されます。
意図的な場合を除いて設定しないでください。

(2) 短絡防止タイマの再起動
　設定されるTAi データによって、短絡防止タイマカウント中に短絡防止タイマの起動要因が発

生した場合、短絡防止タイマが再起動されません。以下の条件となる場合、短絡防止タイマの再
起動が行われないので注意が必要です。

三角波変調モード (三相モード0)の場合：短絡防止タイマカウントソース f1
((TB2 設定値 + 1) - TAi の偶数回目の設定値 ) + TAi の奇数回目の設定値 < 短絡防止タイマ設定値

TAi の偶数回目の設定値 + ((TB2 設定値＋1) - TAi の奇数回目の設定値 ) < 短絡防止タイマ設定値

三角波変調モード (三相モード1)の場合：短絡防止タイマカウントソース f1
((TB2 設定値＋1) - TAi1 設定値 ) + TAi 設定値 < 短絡防止タイマ設定値

TAi1 設定値 + ((TB2 設定値＋1) - TAi 設定値 ) < 短絡防止タイマ設定値

鋸波変調モードの場合：短絡防止タイマカウントソースf1
((TB2 設定値 + 1) - TAi設定値 ) - 1 < 短絡防止タイマ設定値

TAi設定値 - 1 < 短絡防止タイマ設定値

5. ハードウェア説明

5.1 使用端子一覧

表 5.1に使用端子と機能を示します。

表 5.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

P7_2/TA1OUT/V 出力 三相PWM波形出力 (V相 )

P7_3/TA1IN/V 出力 三相PWM波形出力 (V相 )

P7_4/TA2OUT/W 出力 三相PWM波形出力 (W相 )

P7_5/TA2IN/W 出力 三相PWM波形出力 (W相 )

P8_0/TA4OUT/U 出力 三相PWM波形出力 (U相 )

P8_1/TA4IN/U 出力 三相PWM波形出力 (U相 )
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6. ソフトウェア説明
三相モータ制御用タイマ機能を使用して 2 種類の三角波を交互に出力します。タイマ B2 が 2 回アンダフ

ローするごとにDMA II転送が発生し、タイマAi、Ai-1ミラーレジスタの値を書き換えます。  タイマAi、Ai-
1ミラーレジスタに設定する値は、DMAC II転送完了割り込み処理内で切り替えます。

設定条件を以下に示します。

＜DMAC II 設定条件＞

• 割り込み要求レベル7はDMA II転送に使用します。

• 転送対象はメモリ間転送に設定します。

• 転送サイズは16ビットに設定します。

• 転送元アドレッシングはインクリメントに設定します。

• 転送先アドレッシングはインクリメントに設定します。

•転送方式はバースト転送に設定します。

•転送完了割り込み回数は“6”に設定します。

＜三相モータ制御用タイマ機能設定条件＞

•三角波変調モード (三相モード1)に設定します。

•タイマB2割り込み発生頻度は“2”に設定します。

• ICTB2カウント条件はタイマB2アンダフローに設定します。

•タイマA1、A2、A4スタートトリガはタイマB2アンダフローに設定します。

•短絡防止時間は有効に設定します。

•三相出力端子はP7、P8のU，U，V，V，W，Wを使用します。
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6.1 動作概要

(1) 初期設定
三相モータ制御用タイマ機能、およびDMAC IIの初期設定を行います。

(2) タイマカウント開始
TABSRレジスタに“96h”を設定し、タイマA1、A2、A4、B2をカウント開始に設定します。

このときタイマB2のみ、カウントがスタートします。

(3) タイマB2アンダフロー

タイマB2がアンダフロー (1回目 )すると、タイマA1、A2、A4のカウントがスタートします。

(4) タイマB2アンダフローとDMA II転送

タイマB2がアンダフロー (2回目 )すると、タイマA1、A2、A4のカウントがスタートします。

また、DMA II転送が発生し、タイマAi、Ai-1ミラーレジスタの値を書き換えます。 

図 6.1にU相、U相の出力タイミング図を示します。

図 6.1 U相、U相の出力タイミング例

0000

タイマB2カウンタの内容

700 300リロードレジスタの値

(1)初期設定 (2)タイマカウント開始

500 500

U相

U相

(3)タイマB2アンダフロー

700 300

300TA4Mレジスタの値 500 500300

700TA41Mレジスタの値 500 500700

DMA II転送タイミング
(起動要因:タイマB2割り込み
要求)

タイマA4スタート
トリガ信号(注1)

タイマA4ワンショット
パルス(注1)

1000

(4)タイマB2アンダフロー
    とDMA II 転送

(3)

(4)

(3)

INV14=0
(アクティブ“L”)

注1. 内部信号
注2. DMA II転送でTA4M、TA41M 。レジスタに値が設定されます 

短絡防止時間(DTTレジスタで設定)
。この図は以下の設定条件の場合です 

・INV1レジスタのINV11ビットが“1”(三相モード1)
・ICTB2レジスタが02h

(注2) (注2) (注2)

(4)

700 500 500700
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6.2 定数一覧

表 6.1にサンプルコードで使用する定数を示します。

6.3 構造体 /共用体一覧

図 6.2にサンプルコードで使用する構造体 /共用体を示します。

図 6.2 サンプルコードで使用する構造体 /共用体

DMAC II の起動要因となる周辺機能割り込みの割り込みベクタに、DMAC II インデックスの先頭番地

を設定してください。

本アプリケーションではDMAC IIの起動要因にタイマB2割り込みを使用しています。図 6.3にC言語

プログラム中のasm関数による設定例を示します。

図 6.3 DMAC II起動要因にタイマB2割り込みを使用する場合の周辺機能の可変ベクタテーブル設定例

6.4 変数一覧

表 6.2にグローバル変数を示します。

表 6.1 サンプルコードで使用する定数

定数名 設定値 内容

D_DMAC2_DATA_MAX 6 DMAC II 転送回数

表 6.2 グローバル変数

型 変数名 内容 使用関数

unsigned short data1[ ][ ] タイマA1、A2、A4の設定値 timer_init
unsigned char flg_timer_value タイマA1、A2、A4の設定値を変更す

るためのフラグ

main、dmac2_int

/* DMACII インデックス */
struct{
  union {
    struct{
      int16_t size : 1; /* 転送サイズ選択ビット */
      int16_t imm : 1; /* 転送対象選択ビット  */
      int16_t upds : 1; /* 転送元アドレッシング選択ビット  */
      int16_t updd : 1; /* 転送先アドレッシング選択ビット  */
      int16_t oper : 1; /* 演算転送機能選択ビット  */
      int16_t brst : 1; /* バースト転送機能選択ビット  */
      int16_t inte : 1; /* 転送完了割り込み選択ビット  */
      int16_t chain : 1; /* チェーン転送選択ビット  */
      int16_t reserve : 7; /* 予約ビット */
      int16_t mult : 1; /* 複数転送選択ビット  */
    }mod_bit;
    uint16_t mod_word;
  }mod; /* 転送モード */
  uint16_t  count; /* 転送カウンタ */
  uint16_t* sadr; /* 転送元アドレス */
  uint16_t* dadr; /* 転送先アドレス */
  void (*iadr)(void); /* 転送完了割り込みベクタアドレス  */
}dm_index;

 asm(“ .rvector 23, _dm_index”); /* Define DMAC II Index (Software Interrupt Number 23) */
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6.5 関数一覧

表 6.3に関数を示します。

6.6 関数仕様

サンプルコードの関数仕様を示します。

表 6.3 関数

関数名 概要

dmac2_init DMAC II 初期設定

timer_init 三相モータ制御用タイマ初期設定

dmac2_int DMAC II 転送完了割り込み処理

dmac2_init
概　要 DMAC II 初期設定

ヘッダ なし

宣　言 void dmac2_init(void)
説　明 DMAC II の初期設定を行います。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考 DMAC II 起動要因は、ソフトウェア割り込み番号23(割り込み要因：タイマB2)に割り

当てられています。

timer_init
概　要 三相モータ制御用タイマ初期設定

ヘッダ なし

宣　言 void timer_init(void)
説　明 ●三相モータ制御用タイマ (タイマA1、A2、A4、B2)の初期設定を行います。

●三相出力端子にP7、P8のU，U，V，V，W，Wを設定します。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考

dmac2_int
概　要 DMAC II 転送完了割り込み処理

ヘッダ なし

宣　言 void dmac2_int(void)
説　明 タイマAの設定値を変更し、DMAC II インデックスを設定します。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考
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6.7 フローチャート

6.7.1 メイン処理

図 6.4にメイン処理のフローチャートを示します。

図 6.4 メイン処理

main

マスカブル割り込み禁止

PLLクロック設定
SetPLLClock() 。メインクロック逓倍モードでの各クロック周波数を設定します 

TABSRレジスタ ← 96h
    TA1Sビット = 1
    TA2Sビット = 1
    TA4Sビット = 1
    TB2Sビット = 1

(1)

(2)

マスカブル割り込み許可

(3)

(4)

三相モータ制御用
タイマ初期設定

timer_init()

タイマ(A4、A1、A2、B2)
カウント開始

(5)

Iフラグ ← 0

Iフラグ ← 1

DMACII初期設定
dmac2_init()
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6.7.2 DMAC II初期設定

図 6.5にDMAC II初期設定のフローチャートを示します。

図 6.5 DMAC II初期設定

dmac2_init()

MOD ← 006Fh
    SIZEビット = 1 : 転送サイズを16ビットに設定
    IMMビット = 1 : 転送対象をメモリに設定
    UPDSビット = 1 : 転送元アドレッシングをインクリメントに設定
    UPDDビット = 1 : 転送先アドレッシングをインクリメントに設定
    OPERビット = 0 : 演算転送機能なし
    BRSTビット = 1 : バースト転送
    INTEビット = 1 : 転送完了割り込みを使用する
    CHAINビット = 0 : チェーン転送しない
    MULTビット = 0 : 複数転送しない

COUNT ← 6 : 転送回数を6に設定
SADR ← 転送元データ領域の先頭アドレスを設定
DADR ← TA1Mレジスタのアドレス : 転送先アドレスを設定
IADR ← 転送完了割り込み処理の飛び先アドレス : 転送完了割り込みを設定

(1)

(2)

割り込み要求レベル7を
DMAII転送に使用するように設定

RIPL1レジスタ ← 20h
    FSITビット = 0
    DMAIIビット = 1 : 割り込み要求レベル7はDMAII転送に使用

RIPL2レジスタ ← 20h
    FSITビット = 0
    DMAIIビット = 1 : 割り込み要求レベル7はDMAII転送に使用

DMAC IIインデックスを設定

return
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6.7.3 三相モータ制御用タイマ初期設定

図 6.6~図 6.7に三相モータ制御用タイマの初期設定のフローチャートを示します。

図 6.6 三相モータ制御用タイマ初期設定 (1/2)

timer_init()

タイマB2割り込み
発生頻度設定カウンタの設定

TB2SCレジスタ ← 00h
    PWCONビット = 0 : タイマB2アンダフロー

(1)

(2)

三相出力バッファレジスタの設定

(6)

(7)

ICTB2レジスタ ← 02h

プロテクト設定

INVC0レジスタ ← 1Ch
    INV01-INV00ビット = 00b : タイマB2アンダーフロー
    INV02ビット = 1 : 三相モータ制御用タイマ機能を使用する
    INV03ビット = 1 : 三相モータ制御用タイマ出力許可
    INV04ビット = 1 : 上下同時通電出力禁止
    INV06ビット = 0 : 三角波変調モード
INVC1レジスタ ← 42h
    INV10ビット = 0 : タイマB2アンダフロー
    INV11ビット = 1 : 三相モード1
    INV12ビット = 0 : 短絡防止タイマカウントソースをf1に設定
    INV14ビット = 0 : アクティブ“L”
    INV15ビット = 0 : 短絡防止時間有効
    INV16ビット = 1 : 三相出力シフトレジスタ(U、V、W相)出力

の立ち上がり

タイマB2特殊モード
レジスタの設定

IDB0レジスタ ← 2Ah
    DU0ビット = 0 : アクティブ(ON)
    DUB0ビット = 1 : 非アクティブ(OFF)
    DV0ビット = 0 : アクティブ(ON)
    DVB0ビット = 1 : 非アクティブ(OFF)
    DW0ビット = 0 : アクティブ(ON)
    DWB0ビット = 1 : 非アクティブ(OFF)
IDB1レジスタ ← 15h
    DU1ビット = 1 : 非アクティブ(OFF)
    DUB1ビット = 0 : アクティブ(ON)
    DV1ビット = 1 : 非アクティブ(OFF)
    DVB1ビット = 0 : アクティブ(ON)
    DW1ビット = 1 : 非アクティブ(OFF)
    DWB1ビット = 0 : アクティブ(ON)

A

三相出力バッファ
制御レジスタの設定

IOBCレジスタ ← 00h
    SDEビット = 0 : シャットダウン機能無効
    TBSOUTビット = 0 : P7、P8のU、U、V、V、W、Wを使用する

プロテクト解除

三相PWM制御レジスタの設定

PRCRレジスタ ← 02h
    PRC1ビット = 1 : INVC0、INVC1、IOBCレジスタに対する

書き込み許可

(3)

(4)

PRCRレジスタ ← 00h
    PRC1ビット = 0 : INVC0、INVC1、IOBCレジスタに対する

書き込み禁止

(5)
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図 6.7 三相モータ制御用タイマ初期設定 (2/2)

トリガ選択レジスタの設定
TRGSRレジスタ ← 45h
    TA1TGH-TA1TGLビット = 01b : TB2アンダフロー
    TA2TGH-TA2TGLビット = 01b : TB2アンダフロー
    TA4TGH-TA4TGLビット = 01b : TB2アンダフロー

タイマB2の設定
TB2レジスタ ← 1000-1
TB2ICレジスタ ← 07h
    ILVL2-ILVL0ビット = 111b : 割り込み要求レベルを“7”に設定
    IRビット = 0

(9)

(10)

A

、短絡防止タイマ 
タイマA(A1、A2、A4)

カウント値の設定

DTTレジスタ ← 01h
TA1レジスタ ← 100
TA11レジスタ ← 900
TA2レジスタ ← 200
TA21レジスタ ← 800
TA4レジスタ ← 300
TA41レジスタ ← 700

(11)

入出力ポートの設定(12) P7レジスタ ← 00h
P8レジスタ ← 00h
PRCR3レジスタ ← 01h
    PRC30ビット = 1 : PD7、P7_iS、PD8、P8_iSレジスタに

対する書き込み許可(i=0~7)
P7_2Sレジスタ ← 02h : 三相出力(V)
P7_3Sレジスタ ← 02h : 三相出力(V)
P7_4Sレジスタ ← 02h : 三相出力(W)
P7_5Sレジスタ ← 02h : 三相出力(W)
P8_0Sレジスタ ← 02h : 三相出力(U)
P8_1Sレジスタ ← 02h : 三相出力(U)
PD7レジスタ ← 3Ch
    PD7_2ビット = 1 : 出力ポートに設定
    PD7_3ビット = 1 : 出力ポートに設定
    PD7_4ビット = 1 : 出力ポートに設定
    PD7_5ビット = 1 : 出力ポートに設定
PD8レジスタ ← 03h
    PD8_0ビット = 1 : 出力ポートに設定
    PD8_1ビット = 1 : 出力ポートに設定
PRCR3レジスタ ← 00h
    PRC30ビット = 0 : PD7、P7_iS、PD8、P8_iSレジスタに

対する書き込み禁止(i=0~7)
return

タイマA(A4、A1、A2)、
タイマB2モードレジスタの設定

(8)
TA4MRレジスタ ← 12h
TA1MRレジスタ ← 12h
TA2MRレジスタ ← 12h
    TMOD1-TMOD0ビット = 10b : ワンショットタイマモード
    MR0ビット = 0 : “0”にしてください
    MR1ビット = 0 : “0”にしてください
    MR2ビット = 1 : “1”にしてください
    MR3ビット = 0 : “0”にしてください
    TCK1-TCK0ビット = 00b : カウントソース : f1
TB2MRレジスタ ← 00h
    TMOD1-TMOD0ビット = 00b : タイマモード
    MR0ビット = 0 : “0”にしてください
    MR1ビット = 0 : “0”にしてください
    MR2ビット = 0 : “0”にしてください
    MR3ビット = 0 : “0”にしてください
    TCK1-TCK0ビット = 00b : カウントソース : f1
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6.7.4 DMAC II 転送完了割り込み処理

図 6.8に転送完了割り込み処理のフローチャートを示します。

図 6.8 DMAC II 転送完了割り込み処理

dmac2_int()

COUNT ← 6 : 転送回数を6に設定
SADR ← 転送元データ領域の先頭アドレスを設定
DADR ← TA1Mレジスタのアドレス : 転送先アドレスを設定

(1)

DMAC IIインデックスを設定

return

タイマA設定値フラグの変更

(2)
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7. サンプルコード
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

8. 参考ドキュメント
R32C/120 ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.10
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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